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１．はじめに

（１）会社の特色

〔役割〕 〇 金融商品取引法の免許を受けた会社で、制度金融（貸借取引）の担い手

〇 証券関連融資や証券貸借を通して証券市場の機能発揮をバックアップ

〔概要〕 〇 東証、大証第一部に上場

〇 資本金３５億円、純資産２５９億円で、自己資本比率は高水準

〇 役職員全体で１００名弱の少数精鋭

〔実績〕 〇 経常利益は、昭和２５年の創立以来、黒字を継続

〇 配当金は、平成２年以降、年６円以上を継続、好業績時は配当性向３０％

を基準に増配

〇 格付は上位

発行体格付けはＡ－ (シングルエイ マイナス)[Ｒ＆Ｉ（格付投資情報センター）]

短期格付けもａ-１(エイ ワン) [Ｒ＆Ｉ]、Ｊ-１ (ジェイ ワン) [JCR（日本格付研究所）]

（単体ベース）
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(2) 「制度信用取引」をバックアップする 貸借取引

○ 一定の基準を満たした銘柄が対象、弁済期限は６か月

○ 大阪市場においては「制度信用取引」を「貸借取引」が大きくバックアップ

制度信用取引における貸借取引の利用状況（大阪市場）

※ヘラクレスの売残高は、僅少。
（注）平残ベース
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(3) 「一般信用取引」をバックアップする 信用サポートローン

○ 一般信用取引とは、投資家と証券会社との間で対象銘柄や弁済期限等の条件を自由

に決めることができる信用取引。ここ数年で証券会社の「品揃え」のひとつとして定着

○ 一般信用買い取引を対象に、貸借取引と同様の資金面におけるバックアップ機能を果

たす商品として平成16年４月から取扱いを開始

信用取引買い残高（制度・一般別）および信用サポートローン残高の推移
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           （注）四市場（東京・大阪・名古屋・ジャスダック）残高合計
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２． 平成１９年度連結決算の概要 

  (1)グループの概要 
                                                

                                             （連結子会社） 

 

                                    

                                         

         

                                      

                                      

                                        （持分法適用関連会社）   

 

                       50%                                              

                                              

                                                                                               

                                                                                              

                                                                                       

                                             

                                         

 

                                        

                                        

                                   

                                   

                                                                                       

 

 

     

大阪証券金融㈱ 

貸借取引業務、 
一般信用取引向け貸付業務、 
証券担保ローン業務、 
有価証券貸付業務等

㈱ＯＤＫソリューションズ（大証ﾍﾗｸﾚｽ上場）

 
情報処理ｻｰﾋﾞｽ業務、 
ソフトウェア開発業務等 

㈱だいこう証券ビジネス(東証・大証上場) 
 
株主名簿管理人業務、 
バックオフィス事務代行業務、 
融資業務等 

㈱大証金ビルディング 
  不動産の賃貸業務、 

リース業務等 

㈱だいこうエンタープライズ 
  不動産の賃貸・管理業務 

（注）１．平成19年３月、㈱ＯＤＫソリューションズの株式上場に伴う売出しのため保有同社株式を一部売却したことから、同社は、連結
子会社から持分法適用関連会社に異動。

２．平成19年度以降、㈱だいこう証券ビジネスの持分法損益に同社子会社の日本クリアリングサービス㈱を含む。
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○営業収益は、実勢値ベースで増
収となったものの、経常利益・
当期純利益は減益

※㈱ＯＤＫソリューションズが連結子会社
から持分法適用会社へ異動したことに伴い、
「情報処理サービス業」が今期から除外さ
れております。
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〔連結子会社〕
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（３）関係会社の決算状況
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〔持分法適用関連会社〕

【㈱だいこう証券ビジネス】 【㈱だいこうエンタープライズ】
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３． 当社の収益動向

(1) 平成19年度決算の特徴

○営業収益は株券レポ取引お
よびビジネスローンの増加
に加え、運用利回りの上昇
もあり増収

○営業利益・経常利益・当期
純利益はいずれも減益
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（２）営業収益－大幅増収

有価証券貸付料
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（３）資金運用残高－証券レポ取引、証券担保ローンの増加を主因に増加

491

74345
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預金・有価証券
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（注）平残ベース
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（５）部門別利鞘収入－証券レポ取引、証券担保ローンの増収を主因に増加
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コールマネー

ＣＰ
銀行等借入

貸株代り金

4,910
4,9995,265

5,878
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自己資金等

（注）１．平残ベース

２．平成18年６月以前の「日銀共通担保資金供給オペ」は、「手形買入オペ」

証券レポ等
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＜参考＞

●国際統一基準行単体ベース平均 １３．０％

（平成19年９月末現在）

●国内基準行単体ベース平均 １０．４％
（平成19年９月末現在）

＜参考＞

●東証総合取引参加証券会社(110社）平均

５５１．５％
（平成19年12月末現在）

■自己資本比率

(1) 銀行ベース（ＢＩＳ基準） ＝

（前年度 １４．7％）

(2) 証券会社ベース（金商法基準） ＝

（前年度 1，179.8％）

＜参考＞

●全国銀行（121行）平均 １．８４％
（平成19年９月末現在）

金融庁が発表したリスク管理債権総額のうち破綻先債権と延滞債
権の合計を貸出金総額で除して算出

■貸出不良債権

（実質破綻債権、破綻懸念債権、要注意債権の合計）

１３．９億円

（貸付金総額）

１,４４７．５億円 （前年度 ０．１２％）

■格 付

発行体格付け 〔格付投資情報センター(R&I)〕

短期格付け 〔格付投資情報センター(R&I)〕

〔日本格付研究所(JCR)〕

ｼﾝｸﾞﾙｴｲﾏｲﾅｽ

ｴｲﾜﾝ

ｼﾞｪｲﾜﾝ

Ａ－

a-1

J-1

１４．４％

９９２．９％

（注）平成20年３月末現在

４．経営指標の状況

(1) 健全性チェックリスト－高い健全性

０．９６％＝
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(2) 収益性関連指標の推移

16 17 18 19

1.8 3.0 0.5 3.0 1.9

25.5 17.6 291.7 18.5 15.3

0.42 0.48 0.90 0.56 0.29

円

円

（注）（　　　）は単体ベース

271

（ＰＢＲ）

(2.7)

(23.3)

(0.56)

6.00

(1.6)

(24.8)

(0.38)

6.00

(1.15)

期末株価 351

株価収益率

株価純資産倍率

（ＰＥＲ）

(2.5)

平成15年度

％
自己資本利益率 （ＲＯＥ）

517

1株当たり配当 7.00 8.00

420 822

(2.3)

(30.8)倍

倍

14.00

(6.9)

(0.72)

(28.1)

(0.65)

(18.1)
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企業価値（株主価値）の増大

お客様ニーズへの対応、サービスの向上

（１）経営目標についての考え方

５ 今後の取組み

「ニーズ！ スピード！ チャレンジ！」

の実践

積極的なディスクロージャー「やる気」、「働き甲斐」のある職場

緊張感ある経営
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（２）中期経営計画の実現

① 基本認識 

使  命 
「証券のための金融、証券による金融」を社会的使命として認識し、証券
市場の発展に貢献する。 

目  標 

企業の持続的発展を通じ、関係者の期待に応える。 
 株 主：高い収益性の実現 
 お客様：ニーズへの対応、サービスの向上 
 従業員：「やる気」に応える職場の提供 

行動憲章 

行動指針 
「企業行動憲章」を遵守し、「ゼロからのスタート」の精神で「ニーズ！ス
ピード！チャレンジ！」を実践する。 

 ② 経営目標 

収
益
性

利益水準 ＲＯＥ５％の早期実現を目指し、収益力を強化する。 

配   当 
年６円の安定配当を堅持する。好業績時（単体純利益で概ね８億円以上）
には、配当性向 30％を基準に増配する。 

健
全
性

自己資本比率 金商法基準、ＢＩＳ基準ともに高水準を維持する。 

格  付 格付け向上を目指す。 

 
③ 数値目標              （単位：億円） 

 平成 19 年度実績 平成 22 年度 

経 常 利 益 ６ １８ 

（注）22 年度目標の主な前提値 
19 年度と比べ、資金運用平均残高は 20％程度増加、短期金利は 0.50％程度上昇 
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(1) 東京支社の拡充強化

(2) 主要金融機関等との提携戦略の推進

(3) 新商品・新サービスの開発推進

(4) 次期システムの開発推進

重点戦略

④ 平成 20 年度経営目標 

１
お客さまニーズに応える商品性の改善に努め、サービスの向上を実現するとともに、新規
提携先の獲得に注力して、収益基盤の強化を図る。 

２
財務報告に係る内部統制システムの運用整備を通じて、より適正な企業運営体制の整備を
推進する。 

３
タイムリーディスクロージャーの推進、積極的な社会貢献活動を通じて、社会に開かれた
企業を目指す。 
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（単位：百万円、％）

１9年度実績 １9年度実績
増加額 伸び率 増加額 伸び率

営業収益 7,460 7,800 339 4.5 7,266 7,600 333 4.6

営業利益 591 950 358 60.6 469 850 380 80.9

経常利益 945 1,200 254 26.9 661 1,000 338 51.3

当期純利益 648 800 151 23.4 412 600 187 45.3

（単位：円）

一株当たり
当期純利益

17.66 22.41 ― ― 10.95 16.34 ― ―

連　　　結 単　　　　体

20年度見通し 20年度見通し

（３）平成20年度の見通し
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（４）収益力向上のための４つのエンジン

１３０人５億円(１０億円)訪問型ビ ジ ネ ス ロ ー ン

２，８３７人３，０００万円

非対面型
（ネット取引、通信取

引、カードローン）
コムストックローン

顧客数（20年3月末）貸出上限額取引形態

（参考）

（注）１．ビジネスローンの貸出上限額５億円は単一銘柄の場合、複数銘柄であれば10億円
２．顧客数には法人を含む

３，４００３，６７９

３００２８０

３２０１８３

１５０９５

20年度目標19年度実績

（年度末残高、億円）

大

証

金

資

金

運

用

証

券

貸

借
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（５）証券担保ローン顧客の基盤拡大

① ビジネスローン
◆東京支社の拡充強化

《営業拠点別ビジネスローン取扱残高の推移》

◆金融機関等との提携推進・・・平成２０年３月３１日現在：１７社

29

44

41

86

63

87

50

208

64

215

0

50

100

150

200

250

300

平成16年3月末 17．3 18．3 19．3 20．3

億円

258
280

74

127

151

東京支社残高

本店残高

（注）平成18年３月末までは、本店に広島支店の取扱残高を含む。（広島支店は平成18年12月末廃止）
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② コムストックローン
◆証券会社との提携推進・・・平成２０年３月３１日現在：５社

《コムストックローン利用顧客の分布状況（平成20年3月31日現在 合計：２，８３７人）》

単位：人

66
10

北海道

青森

岩手

福島

新潟

富山石川

福井

山梨

長野

三重

滋賀

和歌山

鳥取
島根

岡山

徳島

香川

愛媛

高知
佐賀

長崎
熊本

大分

宮崎

鹿児島
沖縄

15

28

17

163

千葉

宮城

570

山形

秋田

東京

43

茨城

16

166

栃木
15

264

18

群馬

神奈川

12

28

46

105

愛知

33
岐阜

15

32

36

20

360

大阪

86

京都

21

205

兵庫

35

5

40

広島

3

27
山口

24

85

43
福岡

14

15

13

18

18
25

埼玉

300人以上

　50人以上100人未満

100人以上300人未満

 10人未満

　10人以上  50人未満

静岡

奈良

4

9

17

20 9
410
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（参考） 証券担保ローンの残高推移

183

47

74

45

153

40

127

82

130

22

151

126

107

25

258

110

126

21

280

95

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

平成16年3月末 17．3 18．3 19．3 20．3

億円

店頭対面型

ビジネスローン

証券会社経由

コムストックローン

500
523

349

403
429
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（６） 株主重視の経営

① 株主への利益還元状況
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②株式投資魅力向上策の実施

（実施内容）
イ．投資単位引下げ

平成18年２月１日より単元株数引下げ（1,000株⇒100株）

ロ．株主優待制度創設
平成18年３月期より保有株数に応じて「郵便局の選べるギフト」等を贈呈

ハ．中間配当制度導入
平成18年度より中間配当制度導入

ニ．自己株式の取得および消却による株主利益の増進
自己株式の取得：平成19年度 合計１３１万４千株
自己株式の消却：平成19年度末 １５０万株（発行済株式の３．９％相当）

株　主　数　の　推　移

11,009人
7,721人

4,653人2,932人
平成17年9月末 18.3 19.3 20.3
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本資料には、当社の業績に関する将来の予想、見通し等の記述が含まれています。こうした記述は、
将来の業績の実現を保証するものではなく、不確実性やリスク要因が含まれているため、実際の結果
と大きく乖離する可能性があります。


